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１．はじめに 

 現在，東アジア圏の国々では財政的，政策的な理由により中間処理である焼却処理を行わずに生ごみをそのま

ま埋立てている。そのため，埋立地から排出されるメタン，浸出水による悪臭や水域汚染等の環境汚染，長期に

亘る埋立地の維持管理費等，多くの問題点を抱えており，早急な埋立地の安定化が求められている。その様な中，

気候や埋立方法により，安定化するまでに要する時間は大きく異なり，予測を困難なものとしている。そこで，

本研究では３つのライシメータを用いて有機性廃棄物への送気条件（送気量，送気位置）が廃棄物及び安定化に

及ぼす影響を明らかにすることにした。さらに埋立てられた有機物の分解及び物質移動プロセスをモデル式で表

現し，生ごみ埋立地における汚濁物質成分の挙動を解析することを試みた。特に埋立地による環境汚染の原因と

なっている生ごみ中の有機炭素，窒素，硫黄に着目し，それらの挙動を

モデル化した。大型ライシメータからの実験値と数値シミュレーション

結果を比較，検討を行った。 

２．ライシメータの送気条件 

 表層面からの空気進入を防ぐために全てのライシメータ A，B，C に

2009 年 6 月 18 日，覆土を行った。実験を開始した 2009 年 10 月 20 日

から 2010 年 8 月 28 日まで，ライシメータ Aには表層（表層面から深さ

0.5ｍ地点）に送気，ライシメータ B には底層（表層面から深さ 2.5ｍ

地点）に送気を行った。ライシメータ Cには送気を行わず，２つの好気

性埋立と嫌気性埋立を想定し，分析を行った。8 月 28 日以降はライシ

メータ A，Bの送気条件を変更し，ライシメータ Aには表層と底層（表

層面から深さ 0.5ｍと 2.5ｍ地点）に送気，ライシメータ B は中層（表層

面から深さ 1.5ｍ地点）に送気を行った。送気量はどのライシメータも変

わらず 1.0ℓ/分とした。送気条件変更後の各ライシメータ内の酸素組成を

測定した。ライシメータ Aは表層・底層付近で高くなっており，ライシメ

ータ Bでは中層付近にて高い値が得られた。ライシメータ Cは深さ方向に

減少していく傾向が見られた。どのライシメータも表層付近の酸素組成が

高く，未だ表層から空気が進入していることが示唆された。ライシメータ

A，B に関しては送気条件に即した結果が得られた。送気条件の変更内容

と変更後の酸素組成の測定結果を図１に示す。 

３．モデル式の構成 

 本稿では廃棄物中の炭素，窒素に加えて硫黄の物質挙動を

中心にモデル式を構成した。ライシメータの内圧を測定した

ところ，どのライシメータも深さ方向にほぼ一定であった。

大気圧との顕著な差も見られなかったため，気相におけるモ

デル式においては圧力勾配を無視し，拡散項と発生・溶解項

で構成した。ライシメータ内圧の測定結果を図２に示す。微

図１.送気条件と酸素組成推移 
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・固相中のモデル式
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・液相中のモデル式
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・温度のモデル式
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・気相中のモデル式
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図３.モデル式一覧 

図２.ライシメータ内圧の測定結果
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生物のモデル式には硫酸還元菌，酸発酵菌も考慮した。モデル

式の一覧を図３に示す。 

４．分析結果とシミュレーション結果の考察 

４－１．分析結果の考察 

 各ライシメータから採取された浸出水中のｐH の経時変化を

図４，SO4
2-濃度の経時変化を図５に示す。ｐHの経時変化を見る

と，ライシメータ B が最も低く，またライシメータ A では送気

条件の変更後に減少した。これはライシメータ内が好気的にな

ることで硝化作用が進んだことが原因の一つとして考えられる。

SO4
2-濃度の経時変化においては覆土後にライシメータ A，Cに顕

著な減少が見られた。これは覆土により表層からの酸素の供給

がされ難くなり，硫酸還元反応が進んだと示唆される。また送

気条件の変更後，ライシメータ A は増加が見られた。これは送

気条件変更前に比べて酸素がライシメータ内に広く供給された

ことで，硫酸還元反応が抑制されたと示唆される。 

４－２．分析結果とシミュレーション結果の比較 

 本稿では嫌気性埋立を想定したライシメータ C からの実験値と

数値シミュレーション結果を比較，検討した。実験を開始して 290

日経過時のライシメータ内の間隙水中の SO4
2-濃度，NH4

+濃度，TOC

濃度を比較対象として考察を行った。深さ方向の測定値とシミュ

レーション結果について SO4
2-濃度を図６，NH4

+濃度を図７，TOC 濃

度を図８に示す。SO4
2-濃度分布を見るとシミュレーション結果では

深くなるにつれ減少し，一方測定結果では深さ 0.75ｍ地点にて顕

著な増加が見られた。この地点の酸素濃度が高く存在し，硫酸還

元反応が抑制されたことが原因として考えられる。0.75ｍ地点以

降は減少し，シミュレーション結果と同様な傾向を示した。NH4
+

濃度分布において測定結果は深さ方向に増加する傾向が見られた。

同様にシミュレーション結果も深くなるにつれて増加し，定性的

な傾向を示すことができた。定量的には測定値との間に誤差が生

じていた。TOC 濃度の測定結果は深さ方向に増加しているが，シミ

ュレーション結果でも増加傾向が見られ，定性的な傾向を表すこ

とができた。 

５．まとめに 

 送気条件変更前後の浸出水の水質を比較し，送気条件の変更が浸出水の水質に与える影響を考察した。表層送気

から表・底層送気に変更したライシメータ Aの浸出水に最も顕著な変化が見られた。また嫌気性埋立を想定したラ

イシメータ Cの間隙水の測定結果とモデル式によるシミュレーション結果を比較・検討した。シミュレーション結

果は各分析項目において定性的な傾向を示すことができた。今後はライシメータの分析を継続して行い，数値シミ

ュレーション結果と分析結果を比較・検討し，好気性埋立を想定したシミュレーションも併せて行う。有機性廃棄

物層内の汚濁物質分解挙動を把握する予定である。 
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図４．浸出水中の pＨの経時変化 
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図５．浸出水中の SO4
2－濃度の経時変化

図６．深さ方向の間隙水中の SO4
2－濃度分布
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図７．深さ方向の間隙水中の NH4
＋濃度分布
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図８．深さ方向の間隙水中の TOC 濃度分布
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